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平成２７年度 彦根市子ども・若者会議（第２回） 

 

 

【日時】 平成２８年３月２３日（水） １８：００～１９：４５ 

 

【場所】 彦根市福祉センター 集団健診室 

 

【会議次第】 

 

１ 福祉保健部長あいさつ 

 

２ 委員紹介 

 

３ 議事 

（１）彦根市子ども・若者プラン 平成２７年度施策について 

（２）彦根市立幼稚園・保育所整備計画（案）について 

（３）特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

（４）子ども・若者育成支援について 

  ・ （仮称）子ども・若者支援センターについて 

  ・ （仮称）子ども・若者支援ネットワークについて 

（５）彦根市子ども・若者プラン 平成２８年度主要施策（案）について 

 

～資料～ 

 １－１ 彦根市子ども・若者プラン 平成２７年度施策および事業一覧表 

 １－２ 子ども・若者施策 各課目標指標 

 ２   彦根市立幼稚園・保育所施設整備計画（案） 

 ３   特定教育・保育施設整備計画（案） 

 ４－１（仮称）彦根市子ども・若者支援センター事業 

 ４－２ 社会生活を営む上での困難を有する子ども・若者への主な支援 

 ４－３ 社会生活を営む上での困難を有する子ども・若者への主な支援フロー図 

 ５   彦根市子ども・若者支援地域協議会 

 ６   平成２８年度彦根市子ども・若者プラン該当施策 新規・拡充事業（案）概要 

 

【出席委員】 

大菅委員、川崎委員、黒川委員、児玉委員、後藤委員、酒向委員、柴田委員、菅野委員、瀬委員、 

高橋委員、辻井委員、西川委員、野田委員、野村委員、福井委員、福原委員、古池委員、 

山田委員 

 

【傍聴人】 

０人 
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【福祉保健部長あいさつ】 

 

■ 議事 

（１）彦根市子ども・若者プラン 平成２７年度施策について 

【会長】 

資料１－２の実績値は、全ての施策で出るのか。 

【事務局】 

施策によっては数値で表しにくいものもあるため、全ての施策で数値化したものではない。 

 

（２）彦根市立幼稚園・保育所整備計画（案）について 

【会長】 

パブリックコメントは具体的にどのようなものが出たか、また、適宜見直しを行うとは、この会

議で行うのか。 

【事務局】 

パブリックコメントは、件数としては４件。施設のトイレなど設備の改修に関してや、幼稚園を

送迎バスで結べないか等、施設整備計画の修正を必要とするようなものではなかった。計画の見直

しについては、この会議で意見を伺いながら進める。 

【委員】 

現在の公立保育所・幼稚園は、今後も全て公営・公設でしていくのか。 

【事務局】 

この１０年の計画では、現段階では公営の予定である。今回の計画でも、現在ある公設の幼稚園・

保育所については公営を想定している。 

【委員】 

私立の幼稚園・保育所からいっしょにやっていこうというような意見は全くないのか。 

【事務局】 

今のところない。 

【委員】 

各施設の園児数・定員数の推移について、佐和山幼稚園や旭森幼稚園は定員を満たしていないの

に平成２７年度に定員が増えているのはなぜか。 

【事務局】 

幼稚園については３歳児の１クラスの定員を２０名だったところを２５名に引き上げた。これま

で４、５歳児は定員割れしているが、３歳児については定員を超えた申し込みがあり、抽選をして

いたため定員を増やしたものである。 

 

（３）特定教育・保育施設の利用定員の設定について 

【委員】 

定員だから入れないとかではなく、生まれた子が幼稚園なり保育所なり、どこかに入れることが

保障されているような計画をぜひお願いしたい。 

【会長】 

 この子ども・若者プランでは、教育・保育のニーズ量が示されており、それに向けて取り組むこ

とが保育・教育を保障することになる。 
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（４）子ども・若者育成支援について 

 事務局から、平成２７年度の「子ども・若者支援検討会」の協議結果を報告。 

 

（５）彦根市子ども・若者プラン 平成２８年度主要施策（案）について 

【委員】 

小中学校体育振興事業など、学校教育課や保健体育課の事業のようだが、子ども・若者課で予算

を策定するのか。盛り込んでいるだけか。 

【事務局】 

関係課の事業を盛り込んでいる。例えば小中学校体育振興事業は教育委員会の予算となる。 

【委員】 

子どもセンターとふれあいの館を指定管理者での管理運営とするとあるが、指定管理者の実際に

やってみてのメリットは。 

【事務局】 

指定管理は平成２８年４月 1日からなので、一般的なことを言うと、民間のノウハウを活かせる、

専門職の確保してもらえる、経費の削減につながる等がある。 

【委員】 

その際、ビジネスライクにならないようにお願いしたい。 

 

（その他） 

【会長】 

意見が出にくいのは案件が多すぎることがあると思う。資料の事前配布をもう少し早めにしてほ

しい。また、説明の際に、ここを審議してほしいというポイントを明確に示してもらえるとありが

たい。 

【事務局】 

 今後対応していく。 

 


